
　資料１－２　　　　[フロー図１]

2型糖尿病の未治療者であり健診データから、空腹時血糖値126mg/dl（随時血糖値200mg/dl）以上又はHbA1c6.5%以上

尿蛋白（±）以上

eGFR60ml/分/1.73㎡未満

※70歳以上は eGFR50ml/分/1.73㎡未満

1年間eGFR低下が5ml/分/1.73㎡以上

プログラム非対象者であるが、

糖尿病の可能性があるため要受診勧奨

NO

プログラム対象者として

要受診勧奨・保健指導

※ なお、プログラム対象者の中で、過去に糖尿病の治療歴があるものの、レセプト上で最近１年間糖尿病の治療歴が

ない場合は、糖尿病性腎症重症化の可能性があるため、特に強い勧奨が必要である。

Yes：
No:

図１ ２型糖尿病で治療中ではない健診受診者の場合の対象者抽出フロー図

YES

血清クレアチニン検査を実施している

プログラム非対象者

※当該年度プログラム非対象者であっても

次年度健診の受診を促し、経過観察が必要
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[フロー図２]

過去に一度でも糖尿病の治療歴がある者

NO

プログラム対象者として要受診勧奨・保健指導

Yes：
No:

図２ 糖尿病の治療歴があるものの治療を中断している者の場合の対象者抽出フロー図

YES

過去１年間における健診受診歴

やレセプトデータにおける糖尿病

の受療歴（「糖尿病名」「糖尿病

治療薬等の投薬歴」）がない者

プログラム非対象者

歯科や眼科治療中の患者において糖尿病

治療を中断していることが判明した者

薬局やイベント等における健康相談におい

て糖尿病の履歴があり十分に管理されて

いない者
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［フロー図３］

糖尿病治療中の者に対して、かかりつけ医等医療機関において尿アルブミン（微量アルブミン30mg/gCr以上）、尿蛋白（±）以上、eGFR（60ml/分/1.73㎡未満）等の

検査が実施され、糖尿病性腎症第2期以上の腎機能低下が判明し、保健指導が必要であると医師が判断した者

2型糖尿病の治療中の者であり健診データから、

空腹時血糖値126mg/dl（随時血糖値200mg/dl）以上又はHbA1c6.5%以上

健診で血清クレアチニン検査を実施しているかかりつけ医等医療機関において、定期的に（少なくと

も1回/年）、アルブミン尿定量（もしくは顕性期には尿蛋

白定量でも可）と、クレアチニン測定を実施している

eGFR60ml/分/1.73㎡未満

※70歳以上は eGFR50ml/分/1.73㎡未満

かかりつけ医等医療機関において、定期的に

（少なくとも1回/年）、アルブミン尿定量（もしくは

顕性期には尿蛋白定量でも可）と、クレアチニ

ン測定を実施している

１年間eGFR低下が5ml/分/1.73㎡

以上又は1年間の低下率が25%
以上

プログラム

非対象者

YES NO

プログラム対象者として

保健指導への参加を推奨

医療機関で管理中

プログラム非対象者

プログラム対象者として

継続的な受診勧奨と

保健指導実施

保険者による抽出保険者による抽出保険者による抽出

プログラム対象者

保健指導実施

医療機関で管理中

プログラム非対象

プログラム対象者

保健指導実施

かかりつけ医等医療機関にて実施

・定期的なアルブミン尿定量検査（少なくとも１回／年）

・血清クレアチニンによるeGFRの算出（少なくとも１回／年）

・必要時糖尿病・腎臓専門医へ紹介

腎症発症・進展の可能性あり 腎症発症の要早期発見

Yes：

No:

図３ ２型糖尿病で治療中の者の場合の対象者抽出フロー図（かかりつけ医等医療機関又は保険者が抽出する）
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